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ト
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女

性
部
は
、
子
ど
も
食
堂
や

フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
に
米
を
寄

贈
す
る
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性
部

の「
米
一
握
り
運
動
」と
し

て
、
令
和
４
年
産
米
を
市
内

の
２
団
体（
大
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
お
お
だ
子
ど
も

食
堂
実
行
委
員
会
）に
寄
贈

し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
24
日
に
は
、
同

女
性
部
の
部
員
が
約
２
０
０

ｋｇ
の
令
和
４
年
産
玄
米
を
持

ち
寄
り
ま
し
た
。
県
下
各
Ｊ

Ａ
女
性
部
で
集
め
ら
れ
た
玄

米
は
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性
部

で
管
理
し
、
各
団
体
に
今
後

も
寄
贈
さ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

は
、
２
月
10
日
に
同
地
区
本

部
に
お
い
て
、
素
敵
な
シ

ニ
ア
の
為
の
Ｊ
Ａ
講
座『
菜

根
館
』の
８
回
目
を
開
催
し
、

受
講
生
30
名
が
参
加
し
ま
し

た
。こ

の
日
は
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

石
見
銀
山
女
性
部
の
森
脇
岸

江
部
長
を
講
師
に
迎
え
、
大

田
市
産
の
大
豆
と
糀
を
使
っ

た
味
噌
作
り
を
体
験
し
ま
し

た
。受

講
生
が
予
め
煮
て
き
た

大
豆
を
機
械
で
潰
し
、
糀
と

塩
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
美
味
し

く
な
る
た
め
の
コ
ツ
や
保
存

方
法
を
学
び
な
が
ら
、
１
人

当
た
り
約
４
㎏
の
仕
込
み
味

噌
が
完
成
。
涼
し
く
な
る
11

月
頃
ま
で
冷
暗
所
な
ど
で
発

酵
・
熟
成
を
見
守
り
ま
す
。

受
講
生
は「
大
豆
を
煮
る

の
は
大
変
だ
っ
た
が
、
出
来

上
が
り
が
楽
し
み
」「
初
め

て
味
噌
作
り
を
体
験
し
て
楽

し
か
っ
た
の
で
、
来
年
も
作

り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
22
日
に
は
、

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
女
性
部
つ
ぼ

み
く
ら
ぶ
の
６
名
が
味
噌
作

り
を
体
験
。
子
ど
も
た
ち
も

加
わ
っ
て
、
１
人
当
た
り
約

２
㎏
の
仕
込
み
味
噌
を
作
り

ま
し
た
。

「
米
一
握
り
運
動
」

● 

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部

1
TOPICS

大
田
市
産
大
豆
と
糀こ

う
じ

を
使
っ
た
味
噌
作
り

● 

素
敵
な
シ
ニ
ア
の
為
の
Ｊ
Ａ
講
座『
菜
根
館
』＆
つ
ぼ
み
く
ら
ぶ

3
TOPICS

な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
、
総
会
に
来
賓
と

し
て
招
か
れ
た
島
根
県
西
部

農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
県

央
事
務
所 

大
田
農
業
部
の

山
崎
健
治
部
長
か
ら
、
同
組

合
メ
ロ
ン
部
会
の
山
下
訓さ
と

志し

副
組
合
長
と
㈱
ト
ウ
チ
ュ
ウ

の
榊
原
秀
夫
係
長
に
、
美
味

し
ま
ね
認
証
ゴ
ー
ル
ド
の
認

証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
５
月
に
は
、
３
名
の

同
認
証
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

総
会
終
了
後
に
肥
料
農
薬
の

研
修
会
を
開
催
し
て
、
更
な

る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

し
た
。

ア
ム
ス
メ
ロ
ン
、
ア
ー
ル

ス
メ
ロ
ン
、レ
タ
ス
を
生
産・

出
荷
す
る
温
泉
津
町
施
設
園

芸
組
合
は
、
２
月
14
日
に
井

田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

定
期
総
会
を
開
催
し
、
令
和

４
年
度
事
業
報
告
と
令
和
５

年
度
事
業
計
画
等
４
議
案
が
、

出
席
し
た
同
組
合
員
11
名
に

よ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
さ
れ
た
事
業
活
動
の

中
に
は
、
同
組
合
が
認
証
取

得
を
目
指
す
美
味
し
ま
ね
認

証
ゴ
ー
ル
ド
の
研
修
会
や
勉

強
会
が
多
く
あ
り
、
本
年
１

月
20
日
に
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
の

美
味
し
ま
ね
認
証
ゴ
ー
ル
ド

の
団
体
認
証
取
得
の
成
果
と

ア
ム
ス
メ
ロ
ン
で
美
味
し
ま
ね
認
証
ゴ
ー
ル
ド
を
取
得

● 

温
泉
津
町
施
設
園
芸
組
合

2
TOPICS

つぼみくらぶの味噌作り

糀は、JA井田加工場製造を使用

市内の団体に米を寄贈

部員が玄米を持ち寄りました
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石
見
銀
山
産
直
出
荷
者
協

議
会
の
花
卉
部
会
は
２
月
15

日
に
、
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区

本
部
で
サ
カ
キ
・
シ
ビ
キ
栽

培
講
習
会
を
開
催
し
、
会
員

36
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

島
根
県
中
山
間
地
域
研
究

セ
ン
タ
ー
の
冨
川
康
之
科
長

と
口
脇
信
人
研
究
員
を
講
師

に
迎
え
、
流
通
か
ら
販
売
、

栽
培
技
術
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

ま
た
、
産
直
の
花
卉
で
は
、

販
売
額
が
一
番
多
い
シ
ビ
キ

を
取
り
扱
う
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

お
お
だ
か
ら
、
推
奨
す
る
規

格
の
説
明
が
あ
り
、
同
花
卉

部
会
の
田
中
眞
部
会
長
は
、

現
物
を
手
に
シ
ビ
キ
の
仕
立

て
方
を
説
明
し
ま
し
た
。

全
国
的
に
は
90
％
を
超
え

る
中
国
産
の
流
通
に
対
し
、

鮮
度
が
高
く
害
虫
が
少
な
い

国
産
サ
カ
キ
・
シ
ビ
キ
の
需

要
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。全

国
的
に
ヒ
サ
カ
キ
と
呼

ば
れ
て
い
る
シ
ビ
キ
の
自
生

し
て
い
る
枝
や
種
を
育
て
出

荷
し
て
い
る
生
産
者
は
、
雄

株
と
雌
株
の
見
分
け
方
や
病

害
虫
被
害
の
現
物
確
認
等
を

質
問
し
、
実
践
的
な
優
良
系

統
の
苗
木
栽
培
と
生
産
販
売

の
技
術
講
習
を
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

サ
カ
キ
・
シ
ビ
キ
栽
培
講
習
会
を
開
催

● 

石
見
銀
山
産
直
出
荷
者
協
議
会
花か

卉き

部
会

6
TOPICS

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
あ
り
、

そ
の
都
度
実
物
を
見
な
が
ら

の
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
同
部
員

は「
刈
払
機
は
普
段
使
っ
て

い
る
が
、
改
め
て
ケ
ガ
防
止

の
た
め
に
も
、
安
全
な
作
業

を
す
る
よ
う
心
掛
け
た
い
」

「
注
意
点
を
知
ら
ず
に
使
っ

て
い
た
こ
と
が
多
く
、
こ
れ

か
ら
は
定
期
的
に
点
検
を
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し

た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女

性
部
は
２
月
14
日
に
、
Ｊ
Ａ

石
見
銀
山
地
区
本
部
で
農
機

具
研
修
会
を
開
催
し
、
部
員

16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
と
な
る
こ

の
研
修
は
、
や
ま
び
こ
ジ
ャ

パ
ン
㈱
の
矢
瀧
秀
樹
主
任
と

同
地
区
本
部 

農
業
機
械
課

の
前
島
友
樹
職
員
を
講
師
に

迎
え
、
刈
払
機
の
正
し
い
使

い
方
、
日
常
点
検
等
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
部
員
か
ら
は
、

農
機
具
研
修
会
を
開
催

● 

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部

5
TOPICS

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

と
上
野
屋
蒲
鉾
店
が
共
同
で

開
発
し
た『
白
ね
ぎ
天
』の

試
食
発
表
会
が
、
２
月
９
日

に
大
田
市
役
所
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

美
味
し
ま
ね
認
証
ゴ
ー
ル

ド
を
取
得
し
て
い
る
大
田
市

産
の
白
ね
ぎ
は
、
生
産
量
を

増
や
し
特
産
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
が
、
規
格
外
品
の
有

効
利
用
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
島
根
県 

産
地
支

援
課
と
島
根
県
西
部
農
林
水

産
振
興
セ
ン
タ
ー
県
央
事
務

大
田
市
産
白
ね
ぎ
た
っ
ぷ
り

● 『
白
ね
ぎ
天
』
試
食
発
表
会

4
TOPICS

所 

大
田
農
業
部
が
同
地
区

本
部
と
同
蒲
鉾
店
の
橋
渡
し

役
と
な
り
、
今
回
の
新
商
品

の
完
成
に
繋
が
り
ま
し
た
。

試
食
し
た
大
田
市
の
船
木

三
紀
夫
副
市
長
は「
白
ね
ぎ

の
食
感
が
あ
っ
て
、
と
て
も

美
味
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

『
白
ね
ぎ
天
』を
開
発
し
た

同
蒲
鉾
店
の
土
江
元
生
工
場

長
は「
大
田
市
産
の
食
材
で

美
味
し
い
も
の
が
で
き
ま
し

た
。
温
め
る
と
、
甘
み
と
香

り
が
増
し
ま
す
」と
話
し
ま

し
た
。

『
白
ね
ぎ
天
』は
翌
10
日

と
11
日
に
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

お
お
だ
で
初
め
て
の
一
般
向

け
特
売
商
品
と
し
て
店
頭
に

並
び
、
用
意
し
た
２
５
０
袋

を
瞬
く
間
に
完
売
し
ま
し
た
。

シビキの仕立て方を説明する田中部会長

初めてとなるシビキの技術的な栽培講習会

テレビでも放送されて話題となりました

現物を手に分かりやすい研修会
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石見銀山地区本部　人事異動のお知らせ

定期人事異動� 令和５年３月１日付
氏　名 新 　 任 旧 　 任

山本　　淳 統括部長 兼 企画総務部　部長 統括部長 兼 企画総務部　部長 兼 総務課　課長

谷本　康治 営農経済部　部長 兼 営農推進資材課　課長 営農経済部　部長

市川　雄規 営農経済部　農産課　業務係長 営農経済部　生産販売課　業務係長

松本　賢悟 営農経済部　生産販売課　業務係長 営農経済部　営農推進資材課

宮原　　勝 営農経済部　営農推進資材課　業務係長 石見銀山統括支店　共済課　業務係長

下垣　幸大 営農経済部　営農推進資材課　業務係長 営農経済部　営農推進資材課

熊野　慈昭 営農経済部　営農推進資材課　 営農経済部　農産課

森田　久美 営農経済部　農業機械課　 営農経済部　ＪＡグリーン

立脇　浩司 営農経済部　農業機械課　 営農経済部　ＪＡグリーン

細田　睦雄 営農経済部　ＪＡグリーン　店長 営農経済部　営農推進資材課　課長

藤田百合江 営農経済部　自動車課 企画総務部　総務課

岩谷　直柔 石見銀山統括支店　金融課　課長 大田東支店　支店長

渡邊　　潤 石見銀山統括支店　金融課　課長補佐 大田中央支店　支店長

吾郷　　誠 石見銀山統括支店　金融課　課長補佐 兼 ローンセンター長 石見銀山統括支店　金融課　課長補佐

黒崎　泰史 石見銀山統括支店　金融課　業務係長 大田東支店　業務係長

荊尾　直美 石見銀山統括支店　共済課　業務係長 温泉津支店　業務係長

山田　博子 大田北支店 大田中央支店

福田　秀樹 大田中央支店　支店長 仁摩支店　支店長

谷口知加恵 大田中央支店　支店長補佐 営農経済部　農業機械課　課長補佐

福間　悠生 大田中央支店（複合渉外担当） 企画総務部　総務課付(出向)大田市農業担い手支援センター

盛　　礼子 大田中央支店 温泉津支店

西村　雄一 大田東支店　支店長 石見銀山統括支店　金融課　課長

岩谷　佳寛 大田東支店　業務係長 企画総務部　総務課　業務係長

北原　裕己 大田東支店（複合渉外担当） 大田中央支店（複合渉外担当）

小野　寿稔 温泉津支店　支店長 石見銀山統括支店　金融課　係長

田中ゆうこ 温泉津支店　業務係長 大田東支店　業務係長（複合渉外担当）

吉村　拓朗 温泉津支店（複合渉外担当） 仁摩支店（複合渉外担当）

佐々木千恵 温泉津支店 仁摩支店（高山店担当）

高橋　謙一 仁摩支店　支店長 大田中央支店　支店長補佐

井上　拓雲 仁摩支店（複合渉外担当） 温泉津支店（複合渉外担当）

泉　　和子 仁摩支店（高山店担当） 仁摩支店

隅田　優子 仁摩支店 石見銀山統括支店　共済課

大原　弘行 企画総務部　総務課　課長 企画総務部　企画推進課　課長

恒松　哲也 企画総務部　総務課　業務係長 石見銀山統括支店　金融課　業務係長

亀岡　隆行 企画総務部　総務課付(出向)大田市農業担い手支援センター　業務係長 営農経済部　営農推進資材課　業務係長

岡田　憲和 企画総務部　企画推進課　課長 温泉津支店　支店長

※石見銀山地区本部機構図・職員配置表は、4月号に掲載いたします。
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銀
争
は
る
ば
る

銀
争
は
る
ば
る  

～
石
見
銀
山
戦
国
争
奪
絵
巻
～
⑳  

※掲載の絵はイメージです。　※本物語はフィクションです。物語の内容、参考資料等については、広報誌JAしまねびより〈石見銀山地区本部版〉令和4年3月号に
　　　　　　　　　　　　　　　記載しており、JAしまねのホームページ（https://ja-shimane.jp/ginzan/koho/）にてご覧いただけます。

毛
利
軍
は
、
力
攻
め
を
す
る
度
に
損
害
ば
か
り
増
え
、

柑こ
う

子じ

谷だ
に

の
牛
の
首
川
に
は
血ち

切き
り

谷だ
に

と
呼
ば
れ
る
多
数
の
毛

利
軍
の
犠
牲
者
を
弔
っ
た
場
所
が
で
き
る
ほ
ど
攻
め
あ
ぐ

ね
た
。

そ
こ
で
、
毛
利
軍
は
戦
法
を
変
え
て
、
道
幅
が
さ
ら
に

狭
い
南
側
尾
根
の
坂
根
口
か
ら
夜
討
ち
を
仕
掛
け
て
き
た
。

経
四
郎
は
こ
れ
も
想
定
し
て
お
り
、
防
ぐ
手
立
て
と
し
て

訓
練
し
た
犬
を
配
置
し
て
い
た
。
風
下
に
な
る
こ
と
が
多
い

地
形
を
利
用
し
、
音
や
匂
い
に
反
応
し
て
群
れ
を
護
る
犬

の
習
性
を
見
張
り
に
活
か
そ
う
と
い
う
も
の
で
、
近
づ
く

毛
利
軍
を
事
前
に
察
知
し
た
。
南
側
尾
根
に
は
、
虎
口（
入

口
）の
外
側
に
柵
を
築
き
、
そ
の
外
側
に
半
月
形
の
＊
馬う

ま

出だ
し

と
畝う
ね

状じ
ょ
う

竪た
て

堀ぼ
り

を
設
け
、
手
間
取
っ
た
侵
入
者
を
柵
の
内
側

か
ら
弓
矢
と
落
石
で
撃
退
し
た
。
さ
ら
に
柵
の
裏
側
で
あ

る
虎
口
と
の
間
は
、
畝
状
の
堀
を
縦
横
に
築
い
て
護
り
を
強

化
し
て
い
た
が
、
柵
を
突
破
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

西
側
の
瓜
坂
砦
と
南
西
側
に
あ
る
矢や

筈は
ず

城じ
ょ
う

と
鶴つ
る

降こ
う

山や
ま

砦

は
、
山
吹
城
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
戦
力
の
分
散
を

避
け
る
た
め
に
最
初
か
ら
捨
て
て
お
り
、
毛
利
軍
が
入
っ

た
と
こ
ろ
に
遊
撃
隊
が
夜
討
ち
を
掛
け
る
。
こ
の
方
面
に

は
、
地
の
利
を
活
か
し
て
本
城
軍
し
か
分
か
ら
な
い
よ
う

に
偽
装
し
た
間
道
を
何
本
か
用
意
し
て
お
り
、
少
人
数
な

ら
ば
意
表
を
突
い
た
攻
撃
が
可
能
で
、
何
時
攻
め
ら
れ
る

か
分
か
ら
な
い
毛
利
軍
は
、
消
耗
を
強
い
ら
れ
た
。
ま
た
、

遊
撃
隊
は
、
寺
社
の
裏
山
や
山
吹
城
外
の
山
中
の
乙お

と

見み

砦

（
仁
摩
町
馬
路
）等
の
目
立
た
な
い
場
所
に
拠
点
を
設
け
て
、

集
散
を
繰
り
返
し
な
が
ら
攻
撃
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
れ

を
察
知
し
た
毛
利
軍
が
そ
の
拠
点
を
攻
め
よ
う
と
潜
ん
で

い
た
。
こ
の
小こ

競ぜ
り

合あ

い
は
、
結
果
的
に
毛
利
軍
の
山
吹
城
攻

め
を
緩
め
る
こ
と
に
な
り
、
好
都
合
で
あ
る
。
佐
平
次
ら

の
連
絡
で
、
潜
ん
で
い
た
毛
利
軍
を
逆
に
攻
撃
し
た
。

一
方
、
毛
利
軍
が
本
陣
と
し
た
仙
ノ
山
に
は
銀
を
掘
る

竪
穴
が
あ
り
、
使
っ
て
い
な
い
も
の
を
落
と
し
穴
に
改
造
し

た
り
、
穴
に
潜
ん
で
夜
に
兵
糧
に
付
け
火
を
し
た
り
、
実

質
的
な
戦
果
は
小
さ
い
も
の
の
心
理
的
な
効
果
を
狙
っ
た

戦
法
で
毛
利
軍
の
疲
労
を
誘
っ
て
い
た
。
山
吹
城
内
の
侵

入
者
対
策
に
は
、
日
替
わ
り
で
色
の
違
う
布
を
城
兵
に
付

け
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
、
敵
味
方
識
別
の
目
印
と
し
て
い

た
。
城
の
縄
張
り
強
化
と
城
兵
の
訓
練
、遊
撃
隊
の
展
開
が
、

経
四
郎
の
目
算
通
り
の
成
果
と
な
っ
て
い
た
。

た
だ
、
地
の
利
を
活
か
す
本
城
軍
に
も
損
失
は
あ
っ
た
。

遊
撃
隊
の
夜
討
ち
に
幾
度
と
な
く
悩
ま
さ
れ
た
毛
利
軍

は
、
あ
る
日
、
鶴
降
山
砦
に
対
夜
討
ち
部
隊
を
置
き
、
待

ち
構
え
て
い
た
。
副
将
椿
七
十
郎
率
い
る
遊
撃
隊
50
名
の

襲
撃
に
毛
利
の
手て

練だ

れ
大
江
下か

原げ
ん

の
部
隊
が
立
ち
は
だ
か

る
。
両
軍
十
数
名
の
討
死
を
数
え
、
大
江
を
討
ち
取
っ
た

七
十
郎
も
重
傷
を
負
っ
た
。

ま
た
、
毛
利
軍
は
山
吹
城
北
側
三
の
丸
と
段だ

ん

山や
ま

出
城
の

間
に
攻
撃
の
照
準
を
合
わ
せ
て
、
南
北
の
虎
口
に
軍
勢
の

数
に
物
を
言
わ
せ
た
総
力
攻
め
を
仕
掛
け
て
き
た
。
こ
こ

が
毛
利
軍
の
手
に
渡
る
と
、
段
山
出
城
と
の
連
絡
を
絶

た
れ
る
。
三
の
丸
か
ら
伸
ば
し
て
あ
る
竪
堀
か
ら
大
石

を
落
と
し
、
さ
ら
に
出
城
と
二
の
丸
で
弓
矢
の
射
線
が

交
錯
す
る
よ
う
に
弓
隊
を
配
置
し
て
防
い
だ
が
、
畝
状

竪
堀
を
物
と
も
し
な
い
猛
攻
に
陥
落
目
前
ま
で
迫
ら
れ

た
。
最
後
に
大
丸
太
を
一
斉
に
転
が
し
て
防
い
だ
が
、
そ

の
激
戦
で
指
揮
を
執
っ
て
い
た
守
備
隊
の
将
田
平
俊
斎

が
流
れ
矢
を
受
け
て
負
傷
。
嫡
男
の
常じ

ょ
う

徳と
く

丸
が
急き
ゅ
う

遽き
ょ

代

理
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
山
吹
城
内
へ
の
毛
利
軍
の
侵
入

は
一
兵
も
許
し
て
お
ら
ず
、
城
の
防
衛
線
は
保
た
れ
て

お
り
、
毛
利
軍
の
猛
攻
は
全
て
押
し
返
し
て
い
た
。

攻
防
は
膠こ

う

着ち
ゃ
く

状
態
と
な
っ
た
。

〈
次
回
に
続
く
〉

＊
馬う
ま

出だ
し

…�

虎
口
の
外
側
を
護
る
た
め
に
作
ら
れ
た
小
さ
な
曲

輪（
平
ら
な
区
画
）

矢筈城跡（山吹城の支城、世界遺産）と鶴降山砦、冠巌を望む

乙見砦（城）跡
山吹城西方向の馬路
高山の海側にあり、銀
山街道鞆ヶ浦道沿いに
位置する

山
吹
城
攻
防
戦
（
３
）
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私
の
食
育
日
記

処理を希望される方は、次の項目をご確認のうえ、持ち込みをお願いいたします。
当日は、印鑑と処理費用をお持ちください。

回収日時  令和5年３月23日㈭　午前9：00〜12：00
	 （期日以外での回収はできませんので、ご協力をお願いいたします。）
回収場所 	JAしまね 石見銀山地区本部　営農センター（大田市駅裏）
回収処理費用 	１㎏あたり 600円（税込）

期限切れ農薬の回収期限切れ農薬の回収を行いますを行います

■お問い合わせ■　JA 営農推進資材課  ☎0854-84-9070

１．�少量でも、農薬の入っていた袋・容器のままお持ちください。安全のため、違う種類の農薬を混ぜ
たりしないでください。

２．�粉剤・粒剤と液剤は分別してお持ちください。また、ヒ素・有機リン系の農薬、名前の分からない
農薬は別にしてください。

３．�スプレー缶は中身を出し切ってお持ちください。
４．�量の多少にかかわらず、ダンボール箱やクンタン袋に入れてお持ちください。
５．�袋・容器から農薬がもれないよう、運搬には十分ご留意ください。
　　（農薬がもれたり混ざったりすると、有毒ガスが発生する恐れがあります。）

注意事項注意事項（廃棄農薬を持ち込む際には、必ず以下の事項をお守りください。）（廃棄農薬を持ち込む際には、必ず以下の事項をお守りください。）

◎農家の皆様へ

子
ど
も
と
緑
茶

娘
の
幼
稚
園
で
、
自
分
で
作
っ
た
お
茶

わ
ん
で
お
茶
会
を
す
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
初
め
て
飲
ん

だ
お
抹
茶
が
、
娘
に
と
っ
て
は
苦
い
な
が

ら
も
大
人
の
味
に
感
じ
て
う
れ
し
か
っ
た

よ
う
で
、
持
ち
帰
っ
た
お
茶
わ
ん
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
は
家
で
も
お
茶
を
飲
み
た

い
と
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
の
緑
茶
は
、
お
茶
の
葉
を
生
の
ま

ま
短
時
間
で
蒸
し
た
も
の
で
す
。
一
方
、

ウ
ー
ロ
ン
茶
や
紅
茶
は
お
茶
の
葉
を
発
酵

さ
せ
て
か
ら
作
る
お
茶
で
す
。
緑
茶
は
葉

を
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
５
月

ご
ろ
の
シ
ー
ズ
ン
最
初
に
摘
ん
だ
、
栄
養

た
っ
ぷ
り
の
生
葉
で
作
る
新
茶
が
好
ま
れ

ま
す
。

ま
た
緑
茶
の
中
で
も
、
玉
露
や
抹
茶
は

新
芽
の
う
ち
に
葉
を
覆
い
、
光
を
遮
っ
て

栽
培
さ
れ
た
柔
ら
か
い
葉
で
作
ら
れ
ま
す
。

他
に
も
葉
を
ほ
う
じ
て
作
る
ほ
う
じ
茶
も

あ
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
日
本
が
誇
る
お
い

し
い
お
茶
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
の
で
、

娘
に
は
、
抹
茶
に
煎
茶
、
ほ
う
じ
茶
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
お
茶
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。

子
ど
も
に
お
茶
を
出
す
と
き
、
気
に
な

る
の
が
カ
フ
ェ
イ
ン
で
す
。
カ
フ
ェ
イ
ン

に
は
利
尿
作
用
や
、
眠
り
を
妨
げ
る
作
用

が
あ
る
た
め
、
わ
が
家
で
も
子
ど
も
た
ち

が
で
き
る
限
り
カ
フ
ェ
イ
ン
を
摂
取
し
な

い
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
緑
茶
に
も
カ

フ
ェ
イ
ン
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
お
茶
類

１
０
０
ｍｌ
当
た
り
の
カ
フ
ェ
イ
ン
量
を
見

て
み
る
と
、
コ
ー
ヒ
ー
が
60
ｍｇ
、
紅
茶
が

30
ｍｇ
、煎
茶
や
ほ
う
じ
茶
は
20
ｍｇ
、玉
露
で

は
１
６
０
ｍｇ
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本

で
は
発
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
海
外
で

は
子
ど
も
の
カ
フ
ェ
イ
ン
の
摂
取
量
の
目

安
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
５
歳

の
娘
で
す
と
１
日
45
ｍｇ
以
下
に
抑
え
る
こ

と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
う
じ
茶
で

も
約
２
杯
分
。
そ
こ
で
わ
が
家
で
は
１
日

１
杯
の
お
約
束
に
し
ま
し
た
。

と
は
い
っ
て
も
、
緑
茶
に
は
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
が
多
く
含
ま
れ
、
抗
酸
化
作
用
の
あ
る

カ
テ
キ
ン
な
ど
体
に
良
い
成
分
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
新
茶
の
季
節
、

子
ど
も
と
一
緒
に
、
１
杯
の
お
茶
を
じ
っ

く
り
味
わ
っ
て
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
●
岡
村
麻
純
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みんなの直売市情報

細田店長の
独り言

細田店長の
独り言

石見銀山地区本部管内 ２月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

２月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

【ヌキ】 【メス】

令
和
5
年
２
月
15
日

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 17 768,900 198,000 514,606 -76,809 -175,179 283 283
中央 125 1,317,800 198,000 497,684 -91,276 -137,441 276 289
県 125 1,317,800 198,000 497,684 -75,561 -137,441 276 289

ヌキ
管内 22 834,900 267,300 617,500 -25,057 -175,875 288 272
中央 151 922,900 81,400 639,858 -55,374 -190,153 300 280
県 151 922,900 81,400 639,858 -43,498 -190,153 300 280

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 山口 大國　裕紀 300 266 勝乃幸 美国桜 安福久 勝忠平

2 水上 ㈱大田原農場 283 264 勝早桜5 福之姫 幸紀雄 忠富士

3 富山 神谷　光夫 282 251 諒太郎 芳之国 安福久 勝忠平

4 水上 ㈱大田原農場 288 268 勝早桜5 安福久 平茂勝 安平

5 大屋 渡邊　献二 301 298 久茂福 諒太郎 安福勝 茂弘桜

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 井田 厚朴　邦広 298 264 関平照 勝忠平 安福久 平茂勝

2 水上 ㈱大田原農場 325 273 勝早桜5 安福久 百合茂 平茂勝

3 水上 ㈱大田原農場 293 266 福之姫 安福久 平茂勝 安福(岐阜)

4 井田 吉田　淳一 302 266 隆安国 美津照重 勝忠平 平茂勝

5 富山 松原　　勉 326 251 幸忠栄 美津照重 安福勝 平糸勝

▶
予
想
以
上
の
値
が
つ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
購
入
さ
れ
た
農
家
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▶
次
回
も
頑
張
り
ま
す
。

ヌ
キ
最
高

メ
ス
最
高

温
泉
津
町
井
田

厚
朴　

邦
広 

さ
ん

山
口
町

　
大
國 

大
和 

く
ん（
右
）

　　
　

 

太
陽 

く
ん（
左
）

２月の売上ベスト10 （数量ベース）※苗物・海産物を除く

２店舗合同セール
ポイント５倍デー

毎月 ５日、15日、25日（５のつく日）
たまご半額の日

毎月 10日、20日、30日（０のつく日）

JAグリ－ンおおだ、すいせんの里、生産販売課
※このコーナーは、石見銀山産直出荷者協議会の情報コーナーです。

キャベツ・白ねぎ・ほうれん草・
大 根・ シ ビ キ・ ブ ロ ッ コ リ ー・
生椎茸・里芋・白菜・いちご大福

キャベツ・ブロッコリー・白ねぎ・
生椎茸・ふきのとう・シビキ・大根・
里芋・白菜・粕漬

21,332点

1,904点

JAグリーン
おおだ

すいせんの
里

令和5年3月1日付人事異動により、JAグリーンおおだ店長に着任いた
しました細田睦雄と申します。不慣れなため産直会員の皆様にご迷惑を
お掛けすると思いますが、一日も早くお役に立てるよう努力いたします
ので、変わらずご協力をお願いいたします。
寒さも若干和らぎ、少しずつ春の到来を感じられるようになってまい
りました。体調管理には十分ご留意いただき、1点でも多くのご出荷をお
願いいたします。

４月の特売日
JAグリーンおおだ
すいせんの里 ４月14㊎日 ㊏

日15・
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主催：JAしまね石見銀山地区本部　後援：JAしまね石見銀山女性部
お問い合わせ　☎0854-82-1009（企画推進課）

※入学金１万円（JAへの出資、『家
の光』購読料）の他、講座ごとに
材料費などが必要です。

受講生募集！　締切：３月31日（金）

5月19日（金）
9：30～12：00

HAPPY自分時間スタート！
～春の花で寄せ植え（入学式）

6月9日（金）
①  9：30～12：00
②13：30～16：00
どちらかお選びいただけます。

大田の宝は世界遺産！野草茶作り
～石見銀山遺跡研修会

7月調整中
10：00～13：00

大人の社会科見学
～メロン収穫体験

8月10日（木）
9：00～16：00

女性部の人気レシピ教えます！
～ハム・焼肉のたれ作り

9月8日（金）
9：30～12：00

癒しの一鉢
～多肉植物寄せ植え

10月13日（金）
8：30～16：00

心も体もリフレッシュ♪
～JA共済ふれあいの集い（筋力アップ）

11月10日（金）
10：00～11：30

ふるさとの伝統工芸に親しむ
～温泉津焼きもの体験

12月4日（月）
9：30～12：00

集中！私が生み出す豊かな時間
～羊毛フェルトで干支作り

令和6年2月9日（金）
9：30～12：00

作って褒めて「手前みそ」
～大田産のみそ作り

3月8日（金）
9：30～13：00

仲間とともに
～伝統料理教室・謝恩会(卒業式)

【入学条件】	 JAに通うことができる50代～70代の女性
【定　　員】	 20名（定員になり次第、締め切りとさせていただきます。）

10期
生募
集

＜材料（４人分）＞
　スープ
　・‌魚のアラ　適量
　・‌�あり合わせ野菜（野菜の端、生姜、玉ねぎ、ゴボウの皮など）　適量
　ブイヤベース
　・季節の海鮮（魚、貝、イカ、エビ）　適量
　・‌�季節の野菜（トマト、パプリカ、玉ねぎ、ピーマン、人参など）　適量
　・オリーブオイル　適量　　・ターメリック　適量
　・ケチャップ　適量
＜作り方＞
　魚のアラでスープをとる方法
　❶ ‌�アラに熱湯をかける。（アラをオーブンで焼いても良い。）
　❷ ‌�水の入った鍋にアラを入れ、火にかける。
　❸ ‌�❷にあり合わせの野菜を入れて臭みを取る。
　❹ ‌�しっかり煮て、できたスープをザルで漉

こ

して完成。（製氷皿でキューブを作ると保存可能。）
　ブイヤベース
　❶ ‌�生の魚やイカなどの海鮮を食べやすい大きさに切って、オリーブオイルを敷いて熱したフライパンで焼く。
　❷ ‌�海鮮と切った野菜、アラのスープをフライパンに投入。ターメリックとケチャップで味付けして、炊

た

けたら完成。

「 番外編  海鮮の旨味のつまった
　　　　　　　　 ブイヤベース」

今月の料理

提供：JAしまね石見銀山地区本部

　島根県立大学
　看護栄養学部健康栄養学科
　教授　今中 美栄 さん
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年金無料相談
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このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪ 読 者 コ ー ナ ー

さ
ん
ぱ
ち

４月の年金無料相談は、
お休みさせていただきます。

※4月12日（水）：
　三瓶店、高山店は
　休業いたします。

外勤日（ふれあいの日）は4月の

■
年
末
の
寄
せ
植
え
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
の
会
合
で
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お

だ
の
お
花
を
使
っ
て
い
ま
す
。
花
の
持
ち

が
す
ご
い
。
や
は
り
良
い
花
だ
な
と
実
感

し
ま
す
。�

（
Ｆ
さ
ん
）

■
本
誌
２
月
号
の「
み
ー
つ
け
た 

し
ま
ね

の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
」の
松
本
さ
ん
、
農
業
に

社
会
福
祉
に
高こ

う

邁ま
い

な
精
神
を
持
ち
、
趣
味

に
も
力
を
抜
か
な
い
素
晴
ら
し
い
方
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

�
（
Ｆ
さ
ん
）

■
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
の
総
菜
コ
ー

ナ
ー
の
豆
の
煮
た
の
が
美
味
し
い
で
す
。

子
ど
も
の
頃
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
て

く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
食
べ
て

い
ま
す
。�

（
Ｙ
さ
ん
）

■
す
い
せ
ん
の
里
に
よ
く
行
き
ま
す
。
今

年
ほ
ど
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
食
べ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
シ
チ
ュ
ー
、
サ
ラ
ダ
、
グ
ラ
タ

ン
、
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
…
。
一
生
懸
命
作
っ
て
く

だ
さ
っ
た
農
家
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。�

（
Ｕ
さ
ん
）

■
い
つ
も
良
い
句
を
詠
ま
れ
る
組
合
長
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
誌
２
月
号
に
あ

り
ま
す〝
穭ひ

つ
じ

〟を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
秋
の

季
語
で
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
後
に
伸
び
て
く

る
細
い
茎
と
あ
り
ま
し
た
。
私
は
初
め
て
識し

り
ま
し
た
。�

（
Ｓ
さ
ん
）

■
ゆ
の
つ
レ
タ
ス
を
買
い
求
め
ま
し
た
。
生

サ
ラ
ダ
は
も
ち
ろ
ん
、
外
葉
は
ス
ー
プ
に
入

れ
ま
し
た
。
他
の
青
物
と
は
違
っ
た
食
感
で
、

美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

（
Ｏ
さ
ん
）

■
本
誌
２
月
号
の「
三
瓶
小
唄
」、
懐
か
し
く
郷

愁
を
抱
き
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。
昭
和
38
年
の

38
豪
雪
の
春
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。 �

（
Ｓ
さ
ん
）

■「
三
瓶
小
唄
」の
歌
詞
の
一
番
を
時
々
口
ず

さ
ん
で
い
ま
す
。
昭
和
38
年
頃
、
三
瓶
山
へ

の
遠
足
の
車
中
で
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
が
歌
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
素
敵
な
唄
で
す
ね
。

�
（
Ｗ
さ
ん
）

三
瓶
小
唄
に
つ
い
て
、
当
時
の
風
景
と
と
も
に

メ
ロ
デ
ィ
が
、
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
と
い
う
お

便
り
を
他
に
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
屋
根
裏
を
片
付
け
て
い
た
ら
、
65
年
ぶ
り

に
雛
壇
セ
ッ
ト
と
武
者
人
形
が
出
て
き
ま
し

た
。
悩
み
な
が
ら
組
み
立
て
、
記
念
写
真
を

子
ど
も
と
孫
へ
送
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に

童
心
に
帰
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。�（
Ｉ
さ
ん
）

■「
シ
ソ
の
七
変
化
」の
記
事（
本
誌
２
月
号

の
家
庭
菜
園
）、
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
産

直
に
出
す
野
菜
が
無
い
と
き
、
シ
ソ
の
葉
や

実
を
一
生
懸
命
に
集
め
て
出
し
ま
す
。
良
い

も
の
を
揃
え
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
す
。

�

（
Ｔ
さ
ん
）

■「
わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば
」に
出
て
い
ま
し
た『
大

根
も
ち
』を
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
ど
ん
な

料
理
で
し
ょ
う
か
。�

（
A
さ
ん
）

軽
く
水
を
切
っ
た
大
根
お
ろ
し
に
小
麦
粉

や
片
栗
粉
を
混
ぜ
、
ネ
ギ
や
ベ
ー
コ
ン
等
を

加
え
、
ご
ま
油
、
醤
油
、
み
り
ん
、
酒
、
砂

糖
等
で
味
を
調
え
て
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
く

そ
う
で
す
。

本
誌
１
月
号
で
お
答
え
い
た
し
ま
し
た「
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」の
応
募
数
は
、
石
見
銀

山
地
区
本
部
の
応
募
数
で
す
。

12日（水）・13日（木）・14日（金）
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